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詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

【新改訳2017】ヨハネの福音書5章39節
あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、
聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
証ししているものです。

●とすれば、詩篇119篇の「私」(単数形)は、集合人格としてのイェ
シュアについて証ししていると考えることができます。と同時に、その
「私」であるイェシュアの中へと信じる者たち(複数形)」も含まれてい
ると言えます。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】ヨハネの黙示録22章13節 

わたしはアルファ( לֶ�אָ הָ  )であり、オメガ( ותָּ הַ  )である。
最初(הָרִאשׁוֹן)であり、最後(הָאַחֲרוֹן)である。
初め(הָרֵאשִׁית)であり、終わり(הַתַּלִית)である。

●詩篇119篇は「アーレフ・ベート詩篇」です。「アーレフ：א」から
「ターヴ：ת」までのヘブル文字22からなる段落がそれぞれ8節単位で
構成されています。「８」はイェシュアの数です。詩篇119篇の構成は、
(8×22＝)176節から成っています。詩篇の中で最も長い詩篇です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】Ⅰペテロの手紙2章4～５節

4 主のもとに来なさい。
主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、
神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリストを通して献げる、
聖なる祭司となります。

●詩篇119篇は「聖なる祭司」、あるいは「王なる祭司」の書であり、
「王なる祭司・聖なる祭司」とはいかなる存在であるかを学ぶ最良の
テキストです。その模範は「昼も夜も、主のおしえを喜びとし、口ずさ
む(思い巡らす、反芻する)その人(ハーイーシュ：ׁהָאִיש)」です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

●詩篇119篇に登場する「みおしえ」とは「トーラー」のことで、モー
セ五書を指しています。それを「さとし」「戒め」「おきて」「仰せ」
「定め」などの多様なことばで表されています。しかし中心にあるのは
「みおしえ」です。

●モーセ五書の中に、神が民を「恋い慕っている」
ことが啓示されています。このことに気づきが与え
なければ、主体的信仰ははじまりません。この気づ
きの背景には、神の「霊」が働く必要性があります。
しかし、旧約ではそれが隠されているのです。



１. 第四の段落「ダーレット」のテキスト
【新改訳2017】詩篇119篇25～32節

25 私のたましいは ちりに打ち伏しています。みことばのとおりに私を生かしてください。
26 私は自分の道を申し述べました。すると あなたは私に答えてくださいました。
どうか あなたのおきてを私に教えてください。

27 あなたの戒めの道を私に悟らせてください。
     私が あなたの奇しいみわざを語り伝えることができるように。
28 私のたましいは 悲しみのために溶け去ります。
     みことばのとおりに私を強めてください。
29 私から偽りの道を取り除いてください。みおしえをもって 私をあわれんでください。
30 私は 真実の道を選び取り あなたの定めを自らの前に置きました。
31 私はあなたのさとしに固くすがります。主よ   どうか私に恥を見させないでください。
32 私はあなたの仰せの道を走ります。あなたが私の心を広くしてくださるからです。

※1「打ち伏しています」と「固くすがります」は原語が同じ (ダーヴァク)が使われています。
※2「悲しみのために溶け去ります(＝滴らせる)」はイェシュアのゲツセマネの祈りと重なります。
※3「恥を見させないで」とは「いのちの源泉から離れないように」ということ。
※4「走ります」とは「与えられた使命を一途に果たすこと」。
※5「心を広くしてくださる」とは「俯瞰的視点を与えられることで、自由にされること」の意味。



2. 鍵語「ダーヴァク」①
●「ダーレット」(ּד)の段落(25～32節)から、31節にある「ダー
ヴァク:דָּבַק」を選びました。

ヴェエードゥオーテーハー ダーヴァクテイー

תִּי בְעֵדְוֹתֶי�דָּבַקְ 
あなたのさとしに 私は固くすがりました

「さとし」(エーダー：עֵדָה) ダーヴァクの完了形

●同じ段落の25節にも「ダーヴァク:דָּבַק」があります。そこでは「私のたましい
は、ちりに伏しています」とあります。原文は完了形となっています。それは、
御子イェシュアによってあかしされる預言的完了形と言えます。「さとし」
(エーダー：עֵדָה)の語源「ウード」(עוּד)は「あかしをする」という意味です。



2. 鍵語「ダーヴァク」②
●「ダーレット」の段落(25～32節)を見渡すと、実は、25節がこの段落
の結論と言えます。
①25節
私のたましいはちりに打ち伏しています(ダーヴァクの完了形)。
みことばのとおりに私を生かしてください。

※「みことばのとおり」とは「神のご計画に従って」、「生かして」とは「復活する」こと。

②31節
私はあなたのさとしに固くすがります(ダーヴァクの完了形)。
主よ どうか私に恥を見させないでください。

●ここから見えて来ることは何でしょうか。それはイェシュアのゲツセマネの祈り
であり、イェシュアの全生涯の証し (＝全焼のささげ物)そのものです。



2. 鍵語「ダーヴァク」③
●「ダーヴァク」(דָּבַק）の初出箇所は創世記2章24節「それゆえ、男は父
と母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりは一体となるのである」の「結ば
れ」で使われています。男とその妻が結ばれ・・一体になれるのは、彼ら
が同じ「霊」を持っているからです。それゆえ、その妻が男(アダム)に
とって「ふさわしい助け手」(エーゼル・ケネグドー： כְּנֶגְדּוֹעֵזֶר )となり得
たのです。
●男(アダム)は大地(アダーマー：אֲדָמָה)の「ちり」(アーファール：
。で形造られましたが、妻はアダムの「あばら骨」で造られています(עָפָר
この「あばら骨」が実は「霊」です。ですから、男は妻を「私の骨からの
骨、肉からの肉」と言って「ふさわしい助け手」を心から喜んだのです。
ただし、この「男」は最初にアダムであると同時に、最後のアダムでもあ
るのです(重層的)。「眠った」は「死んだ」の預言的奥義です。



2. 鍵語「ダーヴァク」④
●詩篇119篇25節で「私のたましいは、ちりに伏しています(原文は完了形「伏しまし
た」)。みことばのとおりに私を生かしてください」とあります。ここでの「私」は
イェシュアを預言しています。「私のたましいがちりに伏した(דָּבַק)」は自分の思い
に死んで、御父に完全に従うことを意味します。事実上の死さえも含んでいます。

●創世記3章19節では、男に対する預言が(重層的に)語られています。
【新改訳2017】
あなたは、顔に汗を流して糧を得、ついにはその大地に帰る。
あなたはそこから取られたのだから。あなたは土のちりだから、土のちりに帰るのだ。

●「大地に帰る」ことが「土のちりに帰る」と言い換えられています。つまり、
「土のちりに帰る」とは「死ぬこと」を意味します。詩篇22篇15節では「死のちりの
上に、あなたは私を置かれます」とあり、「死」と「ちり」が同義であることが分か
ります。22篇はメシア詩篇で、メシアの死と復活を啓示しています。



2. 鍵語「ダーヴァク」⑤
●詩篇119篇にある「ダーヴァク」は、以下の二箇所です。
25節の「私のたましいはちりに打ち伏しています」
31節の「私はあなたのさとしに固くすがります」
●「ダーヴァク」は「①結びつく、縁を結ぶ ②すがる、堅くすがる ③ま
といつく ④くっつく、くっついて離れない ⑤そばにいる、そばから離
れない」とあるように、きわめて強い親密感を表わす動詞です。このかか
わりの原型が「御父と御子のかかわり」です。
●詩篇91篇1節の「いと高き方の隠れ場に住む(ヤーシャヴ: יָשַׁב)者、その
人は全能者の陰に宿る(リーン: לִין)」ことを考えてみることは有益です。
「住む、宿る」場所は「いと高き方の隠れ場、全能者の陰」とあるように、
それは「隠されたところ」(シークレット・プレイス:secret place)です。
そこに「王なる祭司」も招かれているのです。



３.「ダーヴァク」と「ターマフ」の幸い ①
【新改訳2017】詩篇63篇8節 
私のたましいはあなたにすがり(דָּבַק)
あなたの右の手は私を支えてくださいます(�ַתָּמ)。

●「すがる」が「ダーヴァク」です。「すがる」ということは神を喜ばせます。なぜなら、
どんな状況に陥っても神を決して離すまいとする心、決して望みを捨てないという心だか
らです。LB訳では「すがる」ことを「神のふところに飛び込む」と意訳しています。なか
なか味わい深い表現です。神にすがる者、すがりつく者は、新約的に言うならば「貧しい
者」のことです。イェシュアは「貧しい者は幸いです。神の国はあなたがたのものです」
(ルカ6章20節)と約束されました。主の弟子とは「貧しい者」のことであり、「小さき
者」「弱き者」と同義です。つまり神なしには生きられないことを知っている者たちであ
り、神の愛と支えと導きなしには輝く望みなどないと知っている者たちなのです。●「す
がる」(ダーヴァク：דָּבַק)と「支える」(ターマフ：�ַתָּמ)とは二つで一つ、つまり神に
「すがる」者は、神が「支える」のです。これは「王なる祭司の特権」なのです。



３.「ダーヴァク」と「ターマフ」の幸い ②
●旧約聖書の中に「すがりつく」恵みを体験したひとりの女性がいます。
その女性の名はダビデの曾祖母ルツです。ルツは異邦人(モアブ人)でした
が、姑ナオミにすがりつきました(ルツ記1：14参照)。ルツは姑のナオミ
に「すがりつく」ことで、ナオミの信じている神にすがりついたのです。
神はこのルツをしっかりと「支えられました」。そして、はからずも、ボ
アズと出会い、結婚してダビデにつながる子孫をもたらしました。そして
やがてはその子孫からメシアが生まれるという神のご計画に与ったのです。
●ダビデも荒野経験において神にすがりついています(詩63篇)。ダビデの
系譜はまさに「神にすがりつく系譜」と言えます。ダビデにとって、荒野
での予期せぬ出来事は神にすがりつく思いを募らせ、そのかかわりを深め
る契機となりました。ここにダビデがいかに模範的な祭司であったかを伺
わせます。



３.「ダーヴァク」と「ターマフ」の幸い ③
●ちなみに、詩篇63篇は礼拝用語の宝庫 (全体で17個)です。ダーヴァク( בַקדָּ  )
はそれらすべてを括ることのできる動詞です。それに対する神の恩寵用語は、詩篇
63篇においてはターマフ(�ַתָּמ)のみです。尾山訳は「私の魂はあなたのふところ
に飛び込み、あなたは私をしっかり抱きしめてくださいます」と訳しています。
このように「ダーヴァク」と「ターマフ」が結びつくことで、豊かなかかわりのい
のちを生み出すのです。

●御子は完全に御父に依存されました。御子が語ることばもわざもすべて御父がな
さることをそのままなされました。御父もしもべである御子に対して「わたしはあ
なたを強め、あなたを助け、わたしの義の右の手で、あなたを守る( מַ�תָּ  )」(イザ
ヤ41:10)」と言われました。ですから、イェシュアも弟子たちに「わたしにとど
まりなさい。・・わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないからで
す」(ヨハネ15:4, 5)と言われたのです。



今回のまとめ
●「ダーヴァク」( בַקדָּ  )の初出箇所は創世記2章24節の「それゆえ、男は
父と母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりは一体となるのである」でした。
最後に「男は父と母を離れ」というところに留意しましょう。なぜなら、
それによって妻である私たちと「結び合い」一体となるからです。
●ここでの「父」とは神殿ユダヤ教を、「母」とは律法主義を指します。
これはあらゆる時代のストイケイアの型です。イェシュアはこれによって
殺されました。このストイケイアは人間を中心とする置換神学で聖書を読
ませます。このストイケイアの諸力に私たちは打ち勝つことができません。
その諸力に打ち勝って死からよみがえられたイェシュアが、ラザロに対し
て「出てきなさい」との声を聞いて、ラザロが「出てきた」ように、私た
ちもイェシュアの声に聞いて彼に「すがり」、そこから「出る」なら、
「いのちを与える霊」が王なる祭司である私たちをしっかりと「支えてく
ださる」のです。
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